
1961年生まれ。うし年。
B 型。市立木崎小学校、
木崎中学校、県立浦和
高校、慶応義塾大学法
学部政治学科、
松下政経塾卒業。
1995年埼玉県議当選。
2000年衆議院議員当選。
以後7期務め外務・財務
副大臣・衆議院憲法審査
会会長を歴任。
浦和レッズ後援会理事、
県合気道連盟会長、
さいたま市ラグビー・フッ
トボール協会会長、
浦和新舞踊連盟会長。
浦和区大東3丁目在住。
妻一女一男。
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   物価高騰対策と給与引き上げを
円安是正/財政規律 /国内投資信託購入には税
の優遇措置 /NISA（少額投資非課税制度）拡充

中小企業が元気に、
エネルギー政策も見直しを
取適法（価格転嫁、手形禁止）/ 融資緩和 / 法
定福利費支援/原発再稼働条件容認/再エネ検
証振興

教育の無償化をさらに進め、
大学改革も着実に
公教育支援/返済不要な給付型奨学金/職業教
育の充実/大学生の国民年金猶予制度改善

社会保障と税の一体改革第2弾で
税と保険料軽減
現役世代の社会保険料軽減/所得が1億円超には税
額引き上げを/所得課税の見直し/住宅ローン減税

規制改革と地方分権で経済の
底上げを図ります
電波オークション（入札）実施 /電波ビジネス振興
/ 人モノ金情報の有効活用は地産地消で

現実的な外交安保、
メリハリのある多文化共生を
日米同盟深化 / 同志国連携 / 外国人受け入れは
日本語能力を条件 /不法就労厳格対応

災害対策を進め、都市農業の充実を
図ります
猛暑・ゲリラ豪雨対策 / 樹木林支援 /コメの安定
供給 /農業者戸別所得補償の復活

歩行者自転車自動車分離で
公共交通の充実を
歩行者自転車自動車の分離 / バス路線等の充実
のため人員確保支援 /自動運転実証推進
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